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資料室

中国語日本語

【1画】

一水飲汎

一水硬錫石

【2画〕

二本銚銅㌃

七本胆肌

七水破鈷肝

十字石

八面沸石

八原云母

【3画】

三水捌銅㌃

三水銀㌃

三斜閃石

三斜石

三斜鏑明机

三斜努神石

三斜撲鉄隣灰石

三斜霞石

三斜隣鋸石

三斜麟矯鉄肝

ゾモノレノガイド

ダイアスポア

チユラン石

硫酸銅鉱

シヤｰバイト

十字石

フォｰジャサイト

オクトフイライト

〇三斜隣絆

苛

…五!

ロロ1土梯鉄帆

口上硅銅肝

鉋

回

田土質董青石

0土黒銅肝

理

士硫錨㌃

上八洞石

英語

獺潭漱湯歩�

摩慳灯�

�牡��

�潴��

獨���

����楴攀

晡番慓楴攀

�瑯�礱��

ウズベカイトusbekite(u2bekite)

ギブサイト(水はん土石)

����

エニグマタイト(三斜閃石)

慥�杭慴楴����瑩��

トリメライトtri皿er三te

タマノレシャイト(タマルガル石)

�����

ワップラｰライト(ワップラｰ石)

睡��物�

コリンサイト｡o11insite

アネムｰサイトカｰネギアイト

慮�併卩���敧�楴攀

モネタイト皿0netite

アナバイトタマナイト

【4画】

ト】

王水汚蓋

天河石

天青石

天青桂孔雀石

天青隣灰石

天然棚酸

天然臓

元水芒硝

元水硯石

元水主甲鉄凱

元色象派石

元色榴石

木銅肝

牟乾㌃

云母銅肝

【1】

中長石

中昇性石

中性針沸石

中柱石

目長石

目叶石

目光榴石

皿得石

少銀黄鉄㌃

水盤断

水埜象鉄石

慮慰����慮楴攀

タｰフッタイトtarbuttite

ピッチサイトpitticite

コノレヌアイト(コルヌ石)

��畩�

ピラノレシライトPyrargi11ite

黒銅鉱me1aconite,

b1acた｡OpPe｢

ウラゴナイトu工aCOnite

サンバノレドナイト(上八洞石)

���瑯����慣�摯���

ペンダハイドライトPentahydrite

アマゾナイト(天河石)amaZOnite

天青石

デミドバイト

天青燐灰石

棚酸石

重炭酸ソｰダ石

芒硝石

アノレミアン

ラングバイナイト

シェリタナイト

プラソライト

木銅鉱

車骨鉱

雲母銅鉱

｡e1estine(ce1estite)

dernidO∀ite

�獵牡�瑩�

��漱楴攀

��愀

�歩�����摩�

a1皿ian

�湧�楮楴攀

she工idanite

��漱楴攀

�潤��敲

bou工nonite

捨���礱��

中性長石anaeSine

メソシアライド皿esodia1yte

中沸石meSo1ite

ミッゾナイトmiZZOnite

サンストｰン(目長石)he1io1ite

陽片石he1iophy11ite

ヘルバイトhelvine(he1vite)

ハイデライトbeiae11ite

銀黄鉄鉱･･g･ntopyエit･

ストウッタイトStuatite

スｰザライトsouza1ite�
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水金云思タルサゲｰアイト｡u1sagee三te

永観肝(黒永観㌍)ファントフオッファイト

vantho'五te

永観努石

本凱鉄防

水飢鍋銅防

水銚鎮石

水締出㌃

ロッサイト

フェルバナイト

センジエライト

カマガライト

クラｰケアイト

水気棚石=上八洞石(前出)

水勢沸石

水辮凡銅防

水靹鋸飢

水鈷炉

水錨机

水舗錯石

本鋸錨㌃

水象硬

水梯鋸銅ガ

水梯辞㌃

水砕鉄舗貯

水砕錘石

本碑棚努石

ギスモシディ沸石

ボルボノレサイト

メンドサ明磐

ペトロジェナイト

ジッペアイト

マシュｰイアイト

�卓楴攀

晥牖慮楴攀

�湧��楴攀

ga工naga〕:ite

��步楴攀

���摩�

vo1bo工thite

浥�佚楴攀

���来��

穩���

�獵���慮慥�物�獣�楴攀

モルウラナイト

緑磐

リロコナイト

水砒亜鉛鉱

ノバセカイト

アノレセノクラサイト

カｰナイト

水銀石=一水硬鋸石(前出)

水銀㌃

水銀英石

水銀霜録石

本錯氣石

本錦錯㌃

水煙石

水硅鉦鋪㌃

水柱敏鉱石

本桂鉄㌃

水柱短㌃

水硅錘接辞石

本菱包耐

水斑鋪貯

水砕㌃

水猛貯

水氣錯貯

水気錫石

水鶏僕石

浯�牡��

浥��敲楴攀

�����

��楴攀

�奡�歩�

����慓楴攀

��楴攀

べ一マイトboehmite(boemite)

アロフェンリｰマソナイト

���慮攬物�慮��

プロセアイトProtheite

プロソバイトprOsOpite

含水アンチモン鉱bindheimite

ゼフェリサイトje丑eriSite

恵那石ena1ite

ムルマナイトmurmanite

キリンシャイト9iningite

リュｰコフェニサイト

��潰��楣楴攀

ゲｰジアイト9ageitengerite

テンゲライトtengerite

アイアンシナイト(紫色石)

楡�����慮�楴攀

亜鉛華｡egamite,hyd｢0zincite

水マンガン鉱

m伽ganite,hydromanganite

ロｰリオナイト1aurionite

フィｰドレライト丘ed1erite

ビショファイトbischo丘te

水撲石

本犠鉄片石

水捌鍾石

水炭錆擦鋪防

水破靹鋸鋪貯

水禍銅硬

水錯石

水隣郷石

本麟由貯

水隣錨錯㌃

水鱗軸努研

水燐鋸石

本麟酵甲石

本麟昌矯㌃

水隣鉄石

水麟努石

本麟飾㌃

水鋪隣㌃

水月旦机

【ノ〕

毛石

毛赤銅ガ

毛帆石

毛沸石

長石

【＼〕

方英石

方沸石

方柱石

方靹右

方鵠鉄グ

方暫鋪鋼㌃

方鋪肝

方錐㌃

方錐石

方銅蓮

方錦肝

方黄銅㌃

ブルｰサイト(水温看)bruCite

ジョグレナイトSj6grenite

ビｰチヤイトveatchite

スワｰツァイトSWa工tZite

アンダｰソナイトanderSOnite

ベノレナドスカイト

ve】=n盆askite(ve工naaskyite)

アラゴン(軟風信子鉱)ma1aCOn

イングリッシャイトeng1ishite

ウラノスパタイトuranospathite

デュモンタイトdumOntite

ラｰモントバイト1ermOnt0∀ite

エゴナイトフィシャｰライト

eg90nite,丘SCherite

ミニュライトminyu1ite

プランポグンマイト(鉛ゴム石)

灬畭�杵�楴攀

デノレボｰキサイト

慥�慵����癡畸��

イソクラサイトiSOC1aSite

チャｰチ1百｡hmchite

マッケイアイトmaC良ayi亡e

ブロシャン銅鉱brochantite

プライスラカイト

毛赤銅鉱

アルノｰゲン

毛沸石

長石

breis1a良ite

捨���楣��

����

eエiOnite

晥�獰�

クリストパノレ石｡ristoba1ite

方沸石ana1cime(ana1･ite)

スカポライトウェノレネライト

獣慰漱楴攬睥浥物�

方ソｰダ石

ライン鉱

ベッケライト

ウノレリヅヒ石

方鉛鉱

方トリウム石

方鋼藍

方安鉱

����

�楮楴攀

�捫�楴攀

畬物捨楴攀

条��

��楡��

���楴攀

�����楴攀

キュｰバ鉱(磁黄銅鉱)

捨�浥�楴攬�����
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方輝銅炉

方輝錦銀㌍

方晶石墨

方解石

方短㌃

方疑錯肝

方蟹鉄肝

方撲右

方絹右

方棚右

方駒銅肝

方霜晶石

文石一

六方紳霞石

六方氣錯肝

六方錐鋸石

六方鉄机

火色硫錦銀㌃

【フ】

孔雀石

双晶石

【5画〕

【一】

正方鋪銀㌃

正方隣鉄グ

正長石

正玉髄

正符山石

正象方石英

正銅鏑云母

石英

有益

･石膏

石膏重晶石

石糟石

石墨

竹禾

古銅輝石

【1コ

四本銚努炉

中型桂灰石

ダイジェナイト出genite

多銀鉱po1yargyrite

クリフトナイト｡1iftonite

方解石CalCite

緑マンガン鉱manganOSite

コロナタイトCOrOnaaite

ビクスビ鉱bixbyite,sitaparite

ペリクレｰスPe｢icIase

モンテホナイトmontePOnite

方棚石boracite

ノ'リス鉱harrisite

トムセノライトthOmSenOlite

餐麦石aragOnite

カノレシライトka1silite

ペンフイｰルタイトPen丘e1d三te

シンプソナイトsimpsOnite

ラウゼナイトロッシャｰ石

1ausenite,rogers三te

火閃銀鉱pyrosti1pnite

孔雀石malachite

ユｰデイデイマイトeudiaymite

モッサイト

シャフｰジカイト

正長石

クオノレチン

ウイノレイ石

ルッサタイト

メタトルバナイト

石英

岩塩

石膏

ドレｰライト

ざくろ石

石墨黒鉛

角水銀鉱

古鋼輝石

㎜OSSite

獣�晡�楫楴攀

�����

quar屹ine

��楴攀

�卓慴楴攀

metatorbem三te

��瑚

��������

gypsum(鮒Ps)

����

条浥�

杲慰����捫��

��浥�

�潮穩�

ピンタドアイトPintadoite

ラルナイト1amite

由汽石

叶双晶石

叶納長石

叶蛇敦石

叶塚研

叶象泥石

叶蟷石

叶錦肝

北投石

【ノ】

白云石

白云母

白囚石

白針柱石

白敏石

白靹撲机

白鈎牛

白鶴肝

白鉄㌃

白錯㌃

白紳石

白梯肝

白蛇敦石

白硅箔石

白熱招㌃

白透輝石

白錘飢

白棚窮石

自棚撲鑑㌃

白棚酸擦錘㌃

白榴石

白麟鉄㌃

片水錘㌃

片鉄机

片掘石

電気石tOumaline

フレモンタイトfremOntite

クリｰブランダイトCleaVe1andite

アンチゴライトantigOrite

葉緑欝cop丑apite,e1aeite

ペンニナイトpennine(Penninite)

葉蟻石Pyrophy11ite

葉状テルル鉱nagyagite

北投石hokutolite

苦灰石dO10㎜ite

白雲母muSCOVite

リュｰコファナイト

��潰���敵��慮楴�

ライファイトlei5te

白裾石白チタンニ石

�����楴攬��潸�攀

アストラノ､ナイトワルサイト

astrakhanite,warth三te

メｰマヅクニ石meymaCite

灰重石scheelite

白鉄鉱marCaSite

白鉛鉱CemSSite

単斜砒華Claudetite

ジネノレ石diene工ite

マｰモライトmarmo1ite

セントラｰラサイトCentra1laSSite

メンディパイトmendipite

マラコライトma1aco1ite

マン響ma11ardite

バンダｰマイト,プライサイト

��敲浩��物捥楴攀

サセックサイトSuSSeXite

マグネシオサセックサイト

�杮��卵卓敘楴攀

白榴二石1euCite

チンチサイトtintiCite

水酸化マンガンpyrOchroite

レイモンダイトraimOndite

グアリナイトヒオノレダｰルニ石

杵�楮楴攬��瑤慨��

(以下39頁下へつづく)�
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地学と切手

第19回

国際地質学会議

の切手

足.Q.

第19回国際地質学会議(Int･m･せ･n･1G･･109i･･1C･n9一

･…略してIGCと呼ばれる)は1952年9月長くフラ

ンスの植民地であったアノレジュリアの首都のアルジェ

で開かれた.日本からは戦後はじめて三土知芳小林

貞一渡辺武男から怒る代表団が派遣されようやく国

際社会に復帰することが出来た.

実際にはその前の1948年の第18回会議がロンドンに

おいて開かれた時には日本はまだアメリカの占領下に

おかれておりGHQの天然資源局のS,K.NEUsc亘EL

や旺G.Sc㎜NcKが出席し田代修一カミ目本人のオブザ

ｰバｰとして随行出席したにすぎなかった.当時すで

にドイツイタリアは多数の学者をこの会議に送ってい

たのである.

19回会議はチュニスモロ'ツヨも主催者となったので

地質見学旅行はこれら3国において行われた.会議の

主なテｰマは

①前カンブリア紀層の区分と対比

②北アフリカの古'生層と世界の他地域との対比

③岩石の変形と構造地質学的意義

④海底地形と現世の堆積

⑤岩脈の成因

⑥先史人類と化石人類

⑫過去1塊世の砂漠

⑧乾燥･半乾燥地域の水理地質

⑨地球物理学の地質学に対する寄与

⑩鉄鉱床の成因

⑪燐灰石鉱床の起源

⑫地質学上の一般問題

などであった.会議の報告書Co㎜ptesRenausは22

巻か発行された.会議の参加者は82か国1,129人

である.

ひるがえって第1回のIGCが開催されたのは1878年

8月パリにおいてでありその後世界の平和が乱される

ことが幾度かあったが組織は解散されることもたく

現在に至るまでつづいて来た.日本人か初めてIGCに

参加したのは1885年のベノレリンにおける第3回会議に

留学中の和田緯四郎の出席でありその後1897年ペテル

スブノレグにおける第7回会議には巨智部忠承が出席して

以来日本から必ず参加するようになった.第7回に

は日本から100万分の1地質図が出品されている.

IGCの仕事の中には各国の地質調査事業に関係するこ

とが多いので従来はわが国から地質調査所の所員カミ必

ず1人は出席するのが慣例となっていた.しかし

IGC会則のもっとも重要匁1項は地質学の分野に関

係のある学者荏らば譲れでも参加することが出来会議

の運営方針は各国の政府学士院学会大学などの正

式代表で構成された評議員会で討議されるカ茎そこで議

決された事項はさらに個人の資格で参加した地質学者

の出席した総会の議決で正式に決定され一実行に移され

ることである.

会議の参加者は回毎に増えて前回第24回モントリオｰ

ルにおいては101か国3,700人に及びマンモス化に対す

る反省カミ生れるにいたった.25回は1976年8月16目か

ら25目にわたってオｰストラリアのシドニｰで行われ

た.この時は2800人の研究者450人の同伴者350人

の学生が参加し日本からも61名という最大の多数カミみ

られた.提出された論文は分科会770シン赤ジウ

ム425ど前回よ資多く日本からも39の論文が提出され

た一しかし経費の面ではモンドリオｰノレ会議の約4

分の125万オｰストラリアドノレ(約1億円)となり

この点で反省洪みられる.今回は中国のIUGSの加盟

台湾の追放もあり論議の約ともなった.

次の第26回はIGC王00年を記念してバリで行われるこ

とになっている曲がその次の1884年第27回会議は日

本も招待立候補蟻国のひとつになった.会議カ豆アジア

で開く意義が強調されているおりから行方が注自される.

切手は1952年8月11目発行のもので'15±は化石

オ㎞ム貝肋伽ガ鮒伽56脇㈱ゐ30fは響岩の岩脈で

ある.�


